
   

   
                    

 

清流の国ぎふ芸術祭「第６回ぎふ美術展」について 

県では、「清流の国ぎふ芸術祭」の取組みの１つとして、本年８月に「第６回ぎふ美術展」

を開催します。この度、関連プログラムが決定しましたのでお知らせします。なお、同展の

作品は現在募集中ですので、ふるってご応募ください。 

記 

１ 関連プログラム 

（５０音順、敬称略） 

〔観 覧 料〕 無料 

〔申  込〕 不要 

〔定  員〕 １７０名（先着順） 

令和７年６月２０日(金) 岐阜県発表資料 

担当課 担当係 担当者 電話番号 

（公財）岐阜県教育文化財団 県民文化課 櫻田 
直通  058-233-8161 

FAX  058-233-5811 

文化創造課 文化創造係 内田 

内線  3121 

直通  058-272-8378 

FAX  058-278-3529 

開 催 日 時  間 内  容 出 演 者 タイトル 

８月９日（土） 15:00-16:00 作品講評会（工芸） 花里麻理・森野泰明 ― 

８月１０日（日） 11:00-12:00 作品講評会（日本画） 岩田壮平・鬼頭美奈子 ― 

13:30-14:30 クロストーク（洋画） 水沢勉×柳澤紀子 画のちから 

15:00-16:00 作品講評会（洋画） 水沢勉・柳澤紀子 ― 

８月１１日（月） 13:30-14:30 クロストーク（写真） 鈴木理策×前田真二郎 みるということ 

15:00-16:00 作品講評会（写真） 鈴木理策 ― 

８月１６日（土） 13:30-14:30 クロストーク（書） 黒田賢一×沢村澄子 書のよろこび 

15:00-16:00 作品講評会（書） 黒田賢一・沢村澄子 ― 

８月１７日（日） 11:00-12:00 作品講評会（彫刻） 建畠晢 ― 

13:30-14:30 クロストーク 

（自由表現） 

曽谷朝絵×建畠晢 

×堀越英嗣 

自由な表現が生

まれるとき 

15:00-16:00 作品講評会（自由表現） 曽谷朝絵・堀越英嗣 ― 

 

岐阜県政記者クラブ加盟社各位 



２ 応募概要 

〔応 募 資 格〕    制限なし 

〔応 募 点 数〕  １部門につき１点 

〔応募料納付期間〕  銀行振込 各搬入日まで 

クレジットカード払い ７月６日（日）まで 

〔応 募 料〕  １点につき２，０００円 ※振込またはクレジットカードにより納付

（ただし、大学生等の方は１，０００円、高校生以下及び障害者手帳等をお持ちの方は無料） 

〔審 査 会〕  令和７年７月２３日（水） 

〔搬 入 先 等〕 

 ※ 詳細は応募要項をご確認ください。 

  ※ 応募要項は、公式ホームページでダウンロードできるほか、ぎふ清流文化プラザなど

各文化施設等で配布しています。 

 

＜清流の国ぎふ芸術祭について＞  

県では、６９回の歴史を刻んだ「岐阜県美術展」を、時代の変遷や表現の多様化に合わせて見直

し、新たに「清流の国ぎふ芸術祭」として次の３つを柱に展開中。 

① Art Award IN THE CUBE（H29、R2、R5開催） 

想像力溢れる新たな才能の発掘と育成を目的とした革新的な企画公募展 

② ぎふ美術展（H30、R1、R3、R4、R6開催） 

県民に広く発表する機会を提供する公募展 

③ アート体験プログラム-アートラボぎふ-（H30～通年開催） 

幅広い県民が参加できる美術講座、ワークショップ等を全圏域で展開 

 

＜「第６回ぎふ美術展」の概要＞  

〔会  期〕令和７年８月９日(土)～令和７年８月２４日(日) 10:00～18:00 

（初日は 14:00開場、８月１２日(火)、１８日(月)は休館、最終日は 14:30まで) 

〔会  場〕岐阜県美術館（岐阜市宇佐４－１－２２） 

〔テ ー マ〕うまれる。あふれだす。 

〔部  門〕日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写真、自由表現 

〔主  催〕岐阜県・岐阜県美術館、（公財）岐阜県教育文化財団 

 

 

 

 

 

地区 搬入日 場所 

飛騨 
７月１５日（火） 

７月１６日（水） 
飛騨・世界生活文化センター（高山市千島町９００－１） 

東濃 ７月１６日（水） バロー文化ホール（多治見市十九田町２－８） 

岐阜 
７月１９日（土） 

７月２０日（日） 
岐阜県美術館（岐阜市宇佐４－１－２２） 

＜ぎふ美術展公式ホームページ＞  

https://www.gifu-art.jp/ 

https://www.gifu-art.jp/

